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８月号 
令和 5年 8月 25日発行 

木曽こども園の年中さんとデイサービスセンターひまわりの利用者さんがふれあい交流会を行いま

した。肩たたきや、ひっつきもっつきという歌にあわせて体の一部をひっつけるふれあい遊びな

ど、コロナ感染が落ち着いた状況を踏まえてたくさんのふれあい交流を行うことができました。 

デイサービスセンターの利用者さんは、園児からたくさんの元気をもらい笑顔あふれる交流会とな

りました。今後もたくさんの多世代交流を地域に広めていければと思います。 

社協だよりの発行には、共同募金の配分金を使わせていただいています。 

 

木曽福島支所 福島6305番地 24-3777

日義支所 日義1600番地1 26-2283

開田支所 開田高原末川2797番地 42-3388

三岳支所 三岳6311番地 46-2117



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉教育推進事業 

木曽町中学校 3年生が 5月から高齢者や障がい者について理解するための「福祉体験学習」

を各テーマに沿って 3回行ってきました。1回目は、「福祉とは？」をテーマに「ふ」だんの

「く」らしの「し」あわせがとても大切であることやみんなが幸せに暮らせる社会（共生社会）

について学び、2回目は車いす体験とハンデを疑似で体験しながら障がい者スポーツのボッチャ

を体験し、障がいの違いによって「楽しみかた」に違いがあることや「みんなが一緒に楽しむ方

法」などを知ることができました。そして 3回目は高齢者福祉施設と地域サロンを訪問して交流

を行いました。施設では水分補給の準備やレクリエ―ションに参加したり、シーツ交換や環境整

備などのボランティア活動も行いました。また、サロンでは季節の味、朴葉巻や朴葉寿司などを

サロンの方々と一緒に作りました。3回の体験学習をとおして、みんなが幸せに暮らせるために

はどのように人と接すれば良いかを学ぶことができた良い体験学習となりました。 

疑似体験しながらボッチャの試合 車椅子体験 段差での操作指導

デイサービスでレクレーションに参加 大原サロン 相撲の話しで盛り上がる 

桑原サロン 蒸しパン作り 上中入サロン 五平餅作り 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

～ 地域の「いいとこ」さがし ～  コーディネーターがおじゃましました。 

木曽町社協では、いくつになっても住み慣れた地域で安心して豊かに暮らせる地域づくりを目指し、

“生活を豊かにする仕組みづくり”（生活支援体制整備事業）に取り組んでいます。 

この事業を推進する取り組みの一つに、地域の様々な方が集まり、自分たちの住む地域について考え、

今できていること、無理なくできそうなことを話し合う『協議体』という座談会を行っています。 

今回は、開田 西又サロン、三岳 福寿草サロンにおじゃまして皆さんのお話を伺いました。話始め

ると皆さんイキイキと話をされ、大きな模造紙があっという間にいっぱいになりました！ 

 

 

年に１度、恒例となっている朴葉巻づく

りには大勢の方が参加され、皆さんで協

力しながらたくさんの朴葉巻を作りま

す。サロンをお休みされた方にもお届け

しているそうです。 

西又地区は、昔からのつながりでとても

仲が良く、日常的にお互い助け合いなが

ら生活しているとお話してくださいまし

たが、昔と比べて集まる機会が減ってし

まったので、地域のつながりが希薄にな

って寂しいと感じている人も多い様子で

した。 

サロンの回数を増やしてみるのも良いよ

ねというご意見も上がったので、サロン

の方々と相談しながら皆さんで協力し合

って、無理なく回数を増やしていけるお

手伝いをしていきたいです。 

 

この地域では、サロンに女性が集まるのとは別に、

男性が集まって地域を良くする活動を盛んに行っ

ている地域です。男性が中心となってバーベキュー

や収穫祭を行い、その時に使うテーブルや椅子を自

作したりと季節を問わず活動をしています。男性と

女性が一緒に集う機会があると、もっと良い地域づ

くりになりそうだね！という意見も出ていました。 

今回の協議体には、民生委員さんも参加してくださ

り、地域の状況をお話してくださいましたが、次回

の協議体には是非男性にも参加していただいて、地

域の良いところを聞いてみたいと思いました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脳トレにチャレンジ！ 

 

障害者手帳をお持ちの方を対象とした「希望の旅」事業の交流会をおもちゃ美術館にて 

行いました。まずは体験の館にて、山桜の木でマイスプーン作りを行いました。３種類のサンドペ

ーパーを使い分けて、形を整えたり触り心地を確かめながら削っていき、最後にこめ油を塗って完

成です！「このスプーンで最初に何を食べようか！」「アイスクリームが食べたいな！」など、皆さ

ん想像を膨らませていました。  

 体験の後はおもちゃの館の見学。木の香りに包まれた建物の中で、たく 

さんのおもちゃと出会い、学芸員さんに遊び方を教えてもらいながら、皆 

さんそれぞれに楽しまれま 

した。温もりを感じられる木のおもちゃは見ている 

だけでも癒されます。 

たくさんの木のおもちゃに囲まれて、終始笑顔の絶 

えない交流会となりました。                                 

★★★心配ごと相談所開催のお知らせ★★★ 

日    時：令和 ５年９月１３日（水）１３：００～１６：００まで 

場    所：木曽郡民会館 （木曽町福島５８０８－３） 

主な相談内容：法律相談(弁護士)･心配ごと相談（木曽福島地区民生委員）･行政相談･人権相談 

◎法律に関する相談については、予約が必要となります。 

法律に関する相談を希望される方は、９月１２日（火）までに、お申し込みください。 

また、木曽町社協では、松本弁護士会をはじめ、民生委員、行政相談委員、人権擁護委員、まい

さぽ木曽と連携しながら、相談所以外でも相談を受け付けます。 

 

 

お申し込みは 

木曽町社協 

☎26-1116まで 

脳を活性化させ認知機能の低下を防ぐ効果がある「脳トレ」。加齢とともに脳の認知機能が低下す

ることは仕方のないことですが、脳を健康的な状態に保つことはとても大切です。 

今回もはりきって以下の問題にチャレンジしましょう！ 

答えは来月号に掲載します 


